
12月11日(水)午後7時半～
月～金7時(除祭日)メーヤー館
本 日 礼 拝 後
聖 歌 練 習 後
12月15日(日)9:50-10:10
12月15日(日)10:25-10:30

【 礼 拝式 次第 】 【先週集会状況】

【次週(12月15日)礼拝式当番者】
御言葉の伝え
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受 付
案 内
名 札 係
礼拝感謝祈祷
　〃　　〃　  

年度目標
聖 句

東 金教会〔 ４ ８ 〕日 本 キ リ ス ト 教 団
201９年１２月８日

主日礼拝献金(１２/１)……２５,０００円
教会学校献金(１２/１)……6、２００円

 【礼拝心得】
 ①礼拝は前奏から後奏までを守る。
 ②入堂したら私語を交さず、前奏までの時を黙想する。
 ③遅れてきた者は静かに入堂し、特に祈梼の時は入堂を
　控え、その場で共に祈りを守る。
 ④礼拝後は互いに挨拶を交し、交わりの時を持つ。
 ⑤各自週報棚を整理し、欠席者に週報を届ける。

【集会案内】

キリストに根を下ろして造り上げられ、教えられ
た通りの信仰をしっかり守って…  コロサイ2章7節降 誕 前 第 ３ 主 日 礼 拝
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【次週(１２月15日)礼拝式案内】

【今日のメッセージ】

《キリストに根を下ろして生きる》 【
聖
書
か
ら
】

聖書研究祈祷会
早 天 祈 祷 会
聖 歌 練 習
定 期 長 老 会
聖 書 輪 読 会
礼拝準備祈祷会

【報告】

　題　［尚も重ねて］

安 延
中 村
三 枝
武 田
岡 村
藤 田
梅 田

聖  書
交 読 文
讃 美 歌
新 聖 歌

マタイ福音書11:2～11　
３９　　　　　　　　　　　
７９番　　１２０番　　　
２４２番　　　　　　　　　

1・律法が語っていること

2・約束の子として

3・今日に至るまで

前 奏
讃 美 歌
使 徒 信 条
交 読 文
主 の 祈 り
聖 書 朗 読

祈 祷
新 聖 歌
み言葉の伝え
　　　　　
讃 美 歌
献 金
礼 拝 感 謝
　〃　〃　
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頌 栄
祝祷 ( 派遣 )
後 奏
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新聖歌58

中 村
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〃
司 ・ 会 衆
一 同
安 延

安 延
一 同
中 村
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藤 田
梅 田
安 延
一 同
中 村
聖 歌 隊

ガラテヤの信徒への手紙４:２１～３１

〈 尚 も 重 ね て 〉

【12月８日～12月14日誕生者】
○井上　　　姉  ○小原　　姉　○小原　　兄
　※互いに主に繋がる枝々として祈り合わせて
　　いきましょう。

聖　書　ガラテヤ書４:２１～３１

み言葉の伝え〈洗礼者ヨハネから主イエスへ〉
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☆今週は第二アドベントです。先週の第一ア
　ドベントは救い主イエスの到来による｢希
　望｣を表現しますが、今週は救い主イエス
　のもたらしてくださる｢平和｣を思い蝋燭を
　灯してこの週を過ごします。
☆千葉支区祈りのカレンダーにより、当教会
　が祈りの対象教会とされ、支区内諸教会よ
　り祈りのハガキを頂いております。掲示板
　をご覧下さい。
☆１２月１３日(金)ときがね幼稚園・保育園
　のクリスマス祝会が東金文化会館で午後４
　時より持たれます。例年のことでもあり、
　ともすればマンネリに陥り勝ちであること
　を危惧しております。保育に携わる私たち
　が新しい気持をもって主イエスのご降誕を
　お祝い出来ますようご加祷下さい。
☆都合により次週礼拝は梅田　　　先生に講
　壇を守って戴く予定です。尚、第五週は中
　村牧師が説教を致します。
☆１２月２２日のクリスマスメッセージは朴
　牧師、燭火礼拝は中村牧師の担当です。
☆クリスマスポスターができております。伝
　道の機会です。お貼り頂ける方は是非宜し
　くお願い致します。
☆牧師冬期休暇により１２/１８、１２/２５
　２０２０年　１/１、１/８の祈祷会は休会
　とさせて戴きます。
☆12月31日(火)午後11時45分より除夜祈祷
　会が待たれます。皆さまご出席下さい。
☆１２月３０日～２０２０年１月３日の幼・
　保園は休園となります。


